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勞

働

者

保

險
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施

設

：：
：
：

議

ず
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V
.
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ご

：
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’
、

:

.
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.
園

:'
ュ

以
上
述
べ
た
る
所
に
ょ
て
、
勢
働̂
保
險
の
"必
要
I 

,な
る
所
以
は
:'
*
略
ぼ
明
瞭
.に
な
っ
た
こ
^

>思
ふ
。
然 

ら
过
次
^
論
究
す
べ
き
問
&
は
保
險
の
種
類
に
關
ず
る 

も
の
也
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
ヽ
勞
働
者
^
對
し
て
如
何 

■な
る
種
®
の
保
險
を
設
!<
.
;ベ
_
か
の
問
題
で
あ
る
。
：
以 

TF
少
し
ぐ
此
點
に
就
いv

述
べ
、
然
る
後
に
保
險g
la 

織
及
び
經
營
に
關
す
るa

«
諸
.固
の
取
度
の
沿
革
を
硏 

究
し
て
見
た
い
ミ
思
ふ
。

傲
齔
の
分
類
に
®

い
て
は
旣P
炙
數
の
學
潘
が
努
力

し
れ
る
結
梁
、
種
々@

分
類
法
：が
村
れ
て
ゐ
る
。
就
中
、 

.彼
© f

 

I
ネ
ス
氏
の
試
み
た
る
分
類
の.如
•き
は
、
理
解 

に
最
名
便
利
：で
あ
る
，。
氏
の
播
類
法
は
標
準
を
偶
發
的 

事
伸
の
經
濟
的
性
質
に®
く
も
の
で
あ
'つ
て
、
ff
i
力
喪 

失

の

肉

體

的

或

.は

生

^
⑽

皿

目

に®
, く
も
の
で
は
な
い 

巧
ち
勞
働
者
保
險
は
、
次
.に
擧
ぐ
る
各
個
の
窮
迫
を
救 

濟
す
る
救
果
あ
りw

しV

ゐ
る
，。

1

、
勞
働
能
力
の
一
時
的
喪
失
、
減
損
及
び
之
に
伴
，
 

.
ふ
所
得
能
力
の
.

一

時
的
喪
失
、
減
損
が
個
人
的
原 

.:

因
'

(

主
a
的
原
因)

若
く
は
外
界
の
事
情
に
ょ
り
て 

惹
起
さ
れ
た
る
場
合
。
例
へ
‘ば 

.
a疾
病
忙
0
る
場
合(

疾
病
保
險) 

b
災
害
に
因
る
場
合(

炎
害
保
險)

V
 

C
.姙
娠
及
出
産
に
因
る
場
合

(

產
婦
保
險) 

d
勞
働
市
場
9
不
況
に
因
る
場
合(

失
業
保
險) 

ニ
、
勞
働
能
力
及
び
所
得
能
力
の
永
久
的
喪
失
、
減 

損
が
惹
起
.S
れ
友
る
場
合
"

,

'

. '
a '

疾
病
又
は
炎
害
の

.

結
果
に
因
る
場
合(

不
具 

療
疾
保
險

.

)

 

：

、

-

0
頹

»

に
及
び
た

.

る
場
合

(

卷
走
保
險

>

.
三
、
人

w

し
て
の
存
在
を
完
全
に
失
へ
る
場
合
。
換 

言
す
れ
ば
死

*

Q

に
因
る
場
合
。(

.

死
1
3に
ょ
り
金
餞

- 

, '
,

.

上
’

の
植
失
を
蒙
る
範
11
W :

:

に
.

於
て)

：

.
ぐ：

；：：：，
.：：へ：：

a
埋
葬
の
费
.用
支
出
：に
®
る
場
合{

葬
费
保
撒) 

b;
遺
族
の
抉
助
に
對
す
る
場
伶

(

寐
婦
保
險) 

じ
遺
孤
の
扶
助
に
對
す
る
場
合

(

孤
兒
保
儉)

•

こ
の
：マ
丨
ネ
ス
氏.の
分
類
は
頗
る
®
利
に
出
來
て
ゐ 

る
。.然
し
な
.が
ら
猶
煎
要
な
る
種
類
の
も
の
を
齒
略
し 

て
.ゐ
る
、
の
み
な
ら̂:
實
際
.に
於
て
は̂

接
な
る
關
係 

を
有
す
る

®

類

の
.保

險

を

分

立

せ

し

，め

て
ゐ
る
® f

c

s

が 

ぁ
'る

。
、
故

紀

矢

张

歡

々

な

る

歷

史

的

理

_

に

ょ

办

保

險 

,
,の
綿
成
上
の
.標
準
ぼ
、
保

險

せ
-?
>
る
‘> 
事
故
^
ょ
つ
て 

ゐ
る
の
で
^
る

。
'
，此

の

ま

旨
J _C\

分
類
す
る
時
は
次
の 

如
き
鋪
顔
化
區
別
せ
ら
れ
る
？
.乃
ち
-■
_

フ

產

業

上

の

災

魯

に

對

す

,|
>
'
«
險
 

三

"
疾
病
に
對
す
る
保
險
ゝ

三
、
：
老
齡
に
對
す
る
保
險 

:
因
、：.癡
疾
不
具
に
對
す
る
保
險

‘
但
し
三
.ど
四
€
は
合
し
て
；孝
擬
保
險
を
な
す
が 

普
#
で
あ
る
。
 

：

五
、
寡
婦
孤
兒
保
險— _ 

,
.

六
、
.
.失
業
保
險
.

,

右
の
分
鑛
中
ド
は
®
年
新
に
創
始
：せ
ら
れ
た
る
數
種 

の
保
險
を
分
類
し
て
ゐ
な
い
。m
心
ふ
に
、
是
れ
.等
の
.も 

の
は
普
通
に
他
の
標
準
的
保
險
の
部Fy
に
合
甘
ら
れ
て 

ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
勞
働
砻
が
他
の

I

般
人
士 

vj

同
様
に
打
擊
を
蒙
る
、
產
業
上
の
炎
害
に
あ
ら
ざ
る 

一
般
の
災
«
に
.對
す
る
保
險
は
、I

R
疾
病
保
險
の
紐 

織
を
俟
.つ
.て
救
濟
し
て
' ゐ
.'5'
o
尤
も
之
れ
に
■就
い
て
は
.' 

1

九
'i

一
 

年
の
瑞
断
の
法
律
は
，例
外
で
あ
る
。
同
阈
に 

於
1
は
上
述
の
：場
合
に
も
、
特
殊
の
制
度
を
設
け
て
ゐ

雜

0 

.
勞
働
萆
保
礆
の
樾
殽
か
論
す

笫
五
錄

r

三
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銎

號

一

る
：：。
次
ぎ
に
產
業
上
の
疾
病
^

對
し..
て
は
、
.多
く
の
國 

^

於
て
#

殊
の
取
极'
を.
:1
>.

て.
ゐ...る
も
の.
.

*>

多
く
、
又 

'
產
*

上
の
炎«

に
因
る
廢
疾
：不
具
に
：對
し
て
は
：
普
通 

I..

般
の
- «
« '

に
因.
る.
場
合
^

は
炎
を■區

別

し

て

ゐ

る

、
。 

f

に
姙
娠
保
險
に
_

し
：で
はV 
.庚
太
利
を
^

く
外
は 

;
實
施
の® '

宜
に
ょ!)
'-

て
、
.
'疾
病
保
險
と0
‘
て
取
扱
ひ
埋 

葬
®

0

保
險
は
、e

の
，原
因
に
從
つ
て
或
は
疾
病
保

_

 

J
レ

し
っ
成
は
炎
害
保
險
ビ
し
て
取
扱
ふ
の
が
普
通
で
ぁ

.

:

:八

:

.

.

:
.
.

以
土
は
保

^

の
糊
類
で
あ
る
ノ
然
し
乍
ら
谷
國
が
凡 

て
是
れ
等
：の

猶

類

の

偶

險

を

盡

彳

實

て

ゐ

る

か
^

 

云

金

、r--
.

決
し
て

f

で
は

な

.
い

o
蓋
し
是
れ
等
谷
種

. 

の
保
險
を
：同
時
に
實
施
す
る
こ

V」

は
、

；

®

想
ど
し

r

ば
- 

路
る
賞
揚

^

べ
き
も
の
で
：は
あ
る
が
、
財
政
上
其
他
の 

負
擔
が

.

莫
大
と
な
る
た
め
に
：、
到
底
，

j
:

國
一
励
會
の
容 

易
に
實
現
し
得
る
ビ
こ

^

で
次
ぃ
。

:'
'
:

鼓
に
於
て
‘

か
、
：如

何
な
.る
種
.類
の
.保
險
を
•選
擇
し
、
煨
も
缀
急
に
：實
施
す 

ベ
§
か
ビ
云
ふ
問
題
が
生
ず
る
。
而
し
で
こ
の
問
«
は 

/

第一

に
其
國
或
：は
社.會
.の
.勞
働
港
は
、
如
何
な
る
猶
類 

の
保
險
0
實
施
を
希
氣
し
.て
ゐ
る
.
.か
そ
の
意
嚮
に
ょ
6 

j.

又
^

^
ー
に
双
識
者
の
考
ふ
る
と
こ
ろ
に
ょ
ク
て
、
勞 

働
者
に
對
し
如
何
な
る«
!t
を
最
も
急
速
に
實
施
す
ベ 

き
か
を
剑
斷
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
今
一 

，
つ
第
三
に
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら.ぬ
事
は
、
斯
く
の
如 

く
'し
て
選
擇
し
た
る
も
の
が
、
實
施
上
頗
る
困
雛
代
し 

T
其
費
用
の
多
顧
、；

j

經
營
の
煩
瑣
.到
底
忍
ぶ
ベ
か
ら
ざ 

:る
も
の
あ
る
時
は
、
第一

、
第
二
の
意
嚮
に
の
み
ょh 

l

T

定̂
，-t
る
こ
と
か
出
來
似
。
か
、
る
場
合
に
は
、
實 

V
.施
の
效
果
と
費
用
ヒ
の_
重
に
ょ
り
て
、
決
定
す
：-へ& 

も
の
.で
あ
ら
ぅ
。
然
し
、
か
く
云
べ
ば

VJ

て
費
用
の
多 

額
を
，唯
一
の
遊
辭.と
し
て
、勞
働
者
保
臉
の
實
施
を
、
一
 

,
時
脱
れ
に
延
巩
せ
し
む
る

一

部
人
士
の
所
說
は
峻
拒
す 

ベ
き
も
の
で
あ
る
。
彼
等
は
到
底
忍
ふ
能
は
ざ
る
も
の

.

る
場
合
も
此
の
遁
辭
を
屢
濫
用
す
る
か
ら
で.
 

あ
る
0
我
&
に
於
て
先
づ
如
何
ぬ
る
純
類
の
保
險
を
實 

施

す

.る

が

急

務

で

あ

^
か
を
述
べ
る
前
k

、

m米
諸
國 

は
於
て
は
如
何
な
る
保
險
を
實
施
し
、
又̂
如
何
な
る 

保
險
が
最
も
骰
逄
.し
、
最
も
よ
く
效
果
を
擧
げ
て
ゐ
.る 

か
を
硏
货
し
て
：判
斷
の
贅
に
し
た
い
ど
思
ふ。

- 

保

險

，の

種

類

は

既

に

前

ド

記

述

し

片

る

如

<

で
あ
る 

が
、
其
中
^
於
て
現
冷
煨
も
發
逄
し
從
つ
て
最
も
よ
き.
 

效
粜
を
擧
げ
た
る
も
の
は
災
寄
保■
で
あ
る
。
災
害
保 

險
は
他
の
種
類
の
保
險
と
は.、

些

か

趣

を

興

^

し

て

ゐ 

.る
點
が
あ
^

極
く
一
 

部
分
の
例
外
を
除
い
て
は
、
各
國 

,洪
1:
產
業
上
の
災
害
に
對
す
る
賠
償.の
全
額
は
、
歷
主 

の
負
* 1
に
歸
す
べ
き
も
の
と
し
て̂

る
。
故
に
產
業
上 

の
炎
害
.に
：よ
，る
損
害
に
對
オ
る
、W
政
上
の
負
擔
責
任
へ 

は
努
働
者
よ
り
灌
主̂

轉
せ
ら
れ
れ
る
も
の
で
あ
る

o 

是
が
淡
寄
保
險
の
眞
要
な
る
特
色
：で
あ
つ

〉

て
、
雇
主
の 

傾
償
制
ビ
し
で
知
ら
る>
所
以
で
ぁ
る
。.
'故
^
^
窖
保

險
制
度
を
紐
織
す
るi
は
、
勞
働
者
^

^

&1:
は
直
接

に
、
左
：ま
で
煎
要
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い 

こ
れ
，は
k

^

rは
*
主
に
對
す
る
問
題
で
あ
る
。
强Il
i
'
J 

,饷
災
窖
保
險
ど
稱
す
，

v
o

は
、'
M
主
を
强
制
す
る
の
慮
で 

あ
っ
て
、
勞
働
者
を
強
制
す
る.の
意
で
ば
な
い
。
故
に 

保
險
制
度
を
採
用
せ
ず
し
て
、
所
謂
炎
®
賠
償
主
義
を 

採
用
し
た
る
國
が
,
多
數
存
在
し
て
ゐ
た
と
云
ふ
の
も 

舉

袭

、
る

特

色

に

基

ぐ

の

：で

あ

る

。

然

し

最

近

三

十 
;

年
を
出
ず
し
て
、
各
國
は
獨
逸
の
例
に
從
っ.て
、
何
れ 

も
强
制
保
險
制
度
を
梂
用
す
る̂
至

-o
た
。.

.

:

而
し
て
か
‘く
の
如
く
保
險
制
■度
の
樹
立
を
喚
起
せ
し 

め
^
る
は
、I

に
近
世
產
業
龃
織
：の
發
達R
ょ
る
災
害 

の
壻
加
と
、
業
務
上
の
炎
害
從
勞
働
者
の
負
擔
た
る
'ベ 

し
ビ
す
る
從
來
の
思
想
が
、
餐
化
し
た

>」

ビ
に
基
く
も 

の
で
あ
る
。
業
務
上
の
炎#
に
對
す
る
救
濟
ゼ
し
て
、 

民
法
上
の
親
宛
が
存
し*
る
時
代
に
於
て
：は
、
各
阈
に 

於
て
規
定
す
る
ビ
，0
ろ
は
、大
體
次
の
如
く
で
あ
つ
れ
。

第

サ

四

卷(

七
ニ
七)

：
‘雜
：

錄
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1.
努
働
者
保
險
の
旆
殷
か
論
す

第
I

i

三
三
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石
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e
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^
i
r
{
^
?
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T
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d
.
t
f
f 

l
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^
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笫

十

四

卷(

七
二
八)

雜 

'綠

.
勞
働
容
保
險
の
施
設
を
論
す

0
X

:
ヱ

嘴

主

：若

し

く

は

®

瞥

者

の

；、
，
故

意

又

た

は

過 

失
^

*

く

炎

喾̂

對

し

：て
；、

勞

働

者

.は

損

窖

賠

賞

0 *
.
請 

求
を
な
す
こ
と
を
得
ビ
。
乙
の
規
定
は
一
見
じ
七
呵
人 

も
、

，
.そ
の
範
圍
の
蚬
少
に
•失
す
る
も
め
な
る

N

7S

5:
承 

.

懿
す
る
で
あ

.

ら
ぅ
。
そ
れ
の
み
な
ら
參
、
其
實
资
の
運 

用
R

方
つ
て
も
、
笏
働
潘
に
頗
る
不
利
な
る
點
が
.あ
る 

訴
,

提
起
す
る
場
合
、_

勞
働
者
は

'

エ
業
主
に
故
意
又
、
 

拟
過
失
:0
存
し
た
ろ
*
證
の
* *

任
を
有
し
、
煩
瑣
な
る 

手
績
を

M

て
、；
尙
ほ
訴
訟
に
伴
ふ
可
成
の
®

用
及
び
時

れ
る
炎
害
な
ら
ざ
^
も
の
に
對
し
.，て
は
、
沁
て
工
業
主 

が
，責
任
を
負
擔
ず
ベ
..
&
こ
ビ
、
な
つ
た
。
こ
の
結
*
は 

勞
働
者
に
對
す
'る
：法
律
上
0
救
濟
は
、
非
常
^
搬
張
せ
，
 

ら
れ
左
o
然
し
乍
&
、
尙
ほ
實
際
上
の
運
用
に
於
で
は
、 

完
全
の
域
を
去
る
こ
？
頗
る
遠
き
慨
，が
ぁ
っ
た
。
-妓
k 

於
て
か
、
遂
に
保
險
制
度
に
：ょ
る
救
濟
が
、

一
般
に
.歡 

a
せ
ら
る
>.
こ
？
、
な
つ
た
の
で
ぁ
る
。

勞
働
者
保
險
に
於
て
は

»ヽ

逸
，が
凡
て
の
點
に
於
て
、
/

 

各
'

國
の
先

®

を
な
し
て
ゐ

.

る
。〖

其
長

S

經
毅

t

埒
组

«

……

' 

. 

 ̂

x
r
l 

J 

J 

>
5
*
:

く
ン—

ニ
、
ク'ノ- 

^

I

!

ベ
か
參
る
こ
ビ
は
、

I

I

 

\

決
の
鍵

f

な
す
統
計
.材
料
4

s

w

f

は
.、

_

に
變
ぬ
l

i

t

。
故
に
こ
の
S

の
规j

 

く
.範
I

れ

還

伊

、瑞
典
、|

、|

ど
费
よ

定
は
屢
空
文
，に
終
り
、
勞
働
者
似
何
等
の
救
濟
を
受
く 

る

能

は

ざ

る

が

通

例

の

有

樣

で

ぁ

る

。
'
民

法

的

救

濟

に 

以
上
の
如
き

.

缺
點
の
存
す
る
を
見
て
、後

}:
!

、
漸
ぐ

'

特
別 

法
を
以
て
勞
慟
者

Q

故
濟
を
計
ら
ん
と
し
た
る
も
の
が 

所
請
雇
主
寶
任
法

.

又
た
妓
職
エ
賠
償
法
で
ぁ
る
。
こ

の 

特

别

法

炎

翁
.

•
は

S

.

勞
、働

^

が
故

#

€

辭
致
せ
し
め

世
界
的
大
運
動
た
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
の
如 

き
獨
逸
に
於
け
る
炎
害
餵
臉
法
の
發
布
は
ヽ
實
に7
A 

八
四
年
七
月
六
日
ャ
あ
つ
て
一
八
七
一
年
の
»
害
賠
賞 

法
の
制
度
を
去
る
こ
？
、實
に
十
一
韋
の
後
，に
屬
す
る
0 

佛
M
西

：
に

於

て

は

，
、

一

，
八

六A
年

の

法

律'忙

ょ

つ

て_ 

立
淡
嘗
保
檢
銀
行
を
設
立!.
、之
¥
保
險
機
關
ビ
'し
て
、

官
營
を
以
て
災
害
保
險
制
度
を
開
始
し
た
。
け
れ
ど
も 

强

制

主

義

を

採

ら

中

し

で

ヽ

，
エ

業

主

及

.び
勞
働
«
を

し
' 

v

保
險
k
加
入
す
る
と
裔
ビ
は
、
全
く
 

0
r.
t
l
に
、
放

任

し 

た
る
點
が
、
觸
逸
の
制
度
ミ
趣
、を
興
に
し
て
ゐ
る
。
其 

後

—
八
八
〇
年
以
來
、

「

屢
該
法
#
の
修
疋
案
が
提
出
せ 

ら
£
お
。
け
れ
ど
も
愈
*
施

せ

ら

る

、

に

至

つ

れ

の

は 

殆
ん
^
十

八
.年
：の
：長
年
ヵ
を
經
過
し
た
る
、

一
八
九
八 

年
の
事
：で
あ
る
。
現
行
：の
：法
律
は
、
其
後
一
九
〇
1:一
年 

及
び
.ー，九
〇
六
年
の
雨
度
の
改
正
を
經
た
％
の
で
あ
名 

次

ぎ

に

伊

太

利

に

於

け

る

.災

害

保

險

の

沿

革

一

八 

七
九
年
委
員
脅
代
法
案
の
提
出
せ
ら
れ
た
る
に
始
ま
り 

1

«

三
年
.に
は
災
.害
保
險
飯
行
の
制
度
が
^
け
ら
れ 

j

八
，九

八

年

に

至

h

始

：め

.

て
强
制
的
货
害
保
險
制
度
が
，
 

實
施
せ
ち
れ
た
も
の
で
あ
る.o
其

他

、
：
塊

太

刹

に

於

r 

は

I

八
八
七
年
に
.强
制
的
^'
害
保
險
法
の
發
布
を
見
、

：
■ 

端
典
に
於
て
ばI

八
八
四
年
に
賠
偾
法
案
の
提
出
あ>
 

1
九

〇
1
年
に
實
施
せ
ら
れ
れ"
k
ら
に
諾
威
に
於
て

ば

I

八
八
0
年
に
賠
償
法
を
設
け
"
次
い
で
•一
八
九
四 

年
に
は
弾
制
的
保
險
法
を
發
布
す
る

に
至
つ
た
。

ふ
政
上
は
各
國
^
於
け
る
災
害
保
險
及
び
賠
偾
法
の
沿 

革
の
槪
要
で
ぁ
る
。
然
“
ぱ
他
の
«
類
の
保
險
に
關
し 

.

.で
、
.备
|1
は
如
何
.な
る
沿
革
を
有
す
る
も
の
で
あ
，る
か 

次
ぎ
に
'先
づ
疾
病
保
險
k
就
い
；て
記
述
し
て
見
た
い、t 

思
ふ
。、
双
^
保
險
は
、.參
働
者
が
疾
病
.に
因
る
勞
働
能 

\

力
：の
減
少
又
は
喪
失
の
爲
め
に
蒙
る
經
濟
的
损
«
を
塡 

™補
す
る

y

ト
ビ
を
目
的
^
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
■乍
ら 

一
炎
害
は
勞
働
者
に
特
有
の
も
の
ヒ
云
ふ
を
得
る
が
、
疾 

病
は
獨
b
勞
働
者
fc
の
み
特
有
の
も
の
^
云
ふ
己
^
が
. 

‘
出
來
な
い
0

こ
‘の
相
異
す
る
ヒ
ご
ろ
は.、
や
が
て
炎
害
保
. 

、險VJ

疾
病
保
險
ど
の
施
^
に
、
相
異
を
乘
た
す
所
以
で‘ 

'
.あ
る
。
疾
病
保
險
は.災
害
保
險
ば
比
較
す
る
時
は
、
大

な
る
發
達
を
遂
げ
て
居
る
^
は
云
へ
な
い
。
然
し
そ
の 

起
源
は
頗
る
古

S

も

の

が

あ

，
る

。

而

し

て

S

初

は

多

く

:

$
.
$ 
'
.

(

.七jr

九
.

)

：
；
雜
：
' 
錄

■:
■'勞
働
赉
保
險
の
旆
殽
を
論

F
.

, 

第
I

. 

i
l
l
s
、



す"

ド！
^

^

_
_

'

• 

.
.

: 
•パ

'

- 
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.
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.
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• 
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■
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'
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, 

ノ
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:

〜

：
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;
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■
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■ 
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- 

.. 
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• 

'

第
十
四
猪
マ(

'

七
一S

し

.

雜
.

.

錄
' ;
:

勞
働

-

溶
險

.

1

故
：尨

_

:

ず

.

•

,

.:
■•
五

號

5
U、 

の
勞
働
者
が
ヽ
相
互
抉
助
の
自
的
を
以
て
組

—

し

た

る
^

0

.

:

,
か
、
或
ひ
は

«

主
の
企
鸯

^

^

る

私

設

の

組

合

が

保

險
.

英

告

利

に

於

け

る

疾

病

保

險

制

度

の

沿

革

を

述

、
べ
ん 

を
經
營
し
た
も
の
で
あ
つ
た

"

舉
竟
す
! ^

に

瘐

病

保

險
.

ビ
才
れ
ば
、.

，.

勢
同
國
卩
於
け
る
犮
愛
組
合
よ
リ
說
&
踅 

は
組
合
蒗
織
の
發
達
に
# .

.

ひ

て

薇

，達

し

た

る

も

の

で

あ

.

さ
.

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0
雜
し
乍
ら
組
合
其
物
は
茲
に
办
、
 

r

 

/

,

る
; ,T

央 

f

 

_

; t
:

.

キ

^

'

組
合
は
お
組
合
員
に
鍾
々
の
扶
助
を
興
へ
た
も
の
で
あ
を
終
り
度
い
。
英
吉
利
に
於
三
七
九
三
年
の
組
合
法

“

つ

孚

就

中

、
組
合
組
織
の
最
も
發
達
し2

英
國
にj

の
：發
布
に
よ
I

適
法
^
 ̂

.

•

一
於
て
は
、疾
病
の
義
の
み
に
止
ら
す
、
寒
婦
孤
兒
の
救
八
七
五
年
に
は
：登

I

經
f

l

に
對
す
る
#

f

 

濟
を
光
め
養
老
、‘出
產
、
死
£
の
¥
助

其

他

各

般

の

救

|

許

容

せ

ら
れ
ヽ
ノ
更
ら
に
.
一

八

九

五

年

に

は

條

州

に

よ

り 

濟
を
實
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
然
し
乍
&
、：
上

述

す

る

•て
各
種
の
S

を
.f

 
l
、
s

つ
て
、
愈
I

の

•

.

1

ろ
は
凡
て
任
意
加
入
の
保
險
重
る
。
こ
のl

:

l

i
 

.

.

ぼ

,
加
入
の
保
險
と
な
S

J

1
溶

來

f

 |

と
2

彦

で

t

,
而
し
て
此
|

合
の
？

こ

身

：

あ
U

而
し

s

t

l

菌

に

於

て

、
疾
病
保
險
の

l

tv
l

規
約
に

I

て
截
々
の
制
限
皇
け
、
又
た 

|

£

て
採
る
手
段
は
、I

は
强
制
主
義
に
よ
り
，救濟

0
範
圍
程
度
及

•

び
醵

I

に
も
央
々
相
遠
が
あ
る

^
f

 

靈

し

5

飢
合
が
紐
織

一，
.
.な
.い
。
_
逸
广
篇
國
の
如
き
は
前
者
の
例
で
，，f

、
.

.
せ
ら
れ
て
居
つ
た
の
'で
あ
る
'が
、
こ
の
事
f

表
面
的 

^

li
fl
丨
#
廣

西

，、

伊

太

利

の

免

^
;
.は後
者
の
例
で
あ
，
，

.に
«
察
し
て
、
同
國
纪
於
て
は
何
‘等
ァ
國
立
保
險
制
度

I
I

I

!
I

i

I

i

の
必
要
な
き
も
の

V

剑
斷
し
て
は
な
ら

.

ぬ
。/

何

ど

な

れ

該

法
#

の

特

色

ミ

す

る

と

こ

ろ
:«
、
保

險

適

用

の

範

圍 

ば
1
此
れ
等
0
組
合
に
加
入
|:
得
る
勞
働
者
味
、
此«'
的

.が

頗

る

：廣

汎R
亘
.れ

る

乙

ビ

、
.
及

び

强

制

加

入

と

强

制 

.餘
：裕̂

>
:且
つ
將
來
に
對
す
を
思|*
;
ぁ
る
;4
:
の
.に

厨

限

設

備
§-諸
點
で
ぁ
る
。
即
ち
單
に
所
謂
勞
働
者
の
み
な 

せ
ら
a
て
ゐ
た
か
ら
で
ぁ
る
。
夭

多

數

の

眞

に

救

濟

を

らf
年
所
得
の
_
1千
馬
克
以
下
の
數
稱
の
下
級
班
員
を 

，必

要

す

す

る勞
働
潘
は

、
：何
等
疾
病
に
對
す

る
保

障

をI
.

强
制
的

に
保
險
に
加
入
せ
し
め
、
又
た
從
來
存
在
せ
る

有
し
.て
：ゐ
な
か
っ
た
。

一
九

一
1

年
即
ち
國
立
保
險
の 

:

設

立

せ

ら

る

：
、
年

に

於

け

る

.、.
‘全

勞

働

者

：の
約
.
一
一
割
の 

勞
働
者
'の
、
み&
組
合
加
入
者
で
ぁ
0
ヤ
、
他
の
八
割
に 

相
當
f

大
多
數
の
勞
働
者
は
、
.救
濟
な
く
し
て
疾
病 

の
.危
險
に
接
し
て
ゐ
发0'
^
あ
ゐ
:"
1
九1

1

年
五
月

:四
：日
.の
_
立
保
險
法
粱
ゅ
、
最
も
時
宜
に
適
し
た
る
も

.

.

.

..

.

.

.

.

.

.

.
• 

•

,

,

 

:

——

.：
 

.

.:

.

S

で
あ
つ
れ
0

-,
:
. 

‘ 

，
次
ぎ
^
猢
逸
に
於
て
初
め
て
疾
病
保
險.0
制
定
を
見
. 

f.
e
る
'は
、.一
八
八
三
.年
六
月
十
五
ほ
の
こ
ど
で
あ
つ
れ
。 

,現
行
法
は
其
後
ー
八
八5£
年
及
び 

一
-A
八

六

年

、
:
一

 

A 

A
ニ
%
:及

，び1

九
〇
〇
年
最
後
に
.ー-九
0
三

年
,0
濑
囘 

改
正
を
經
れ
る
も
0
で
あ
る
。：'獨
逸
忆
於
'げ
る
.

組

合

を

許

容

す

る

外

、

工

業

主

を

强

制

し

，て

保

險

設

備 

の
經
營
を
な
さ
し
む
る
も
の
で
あ
つ
た
。
而
し
て
疾
病 

保
險
.の
組
合
^
し
て
は
自
治
區
疾
病
金
庫
、
地
方
疾
病 

金
庫
、
：エ
場
疾
病
金
庫
、
興
他
大
略
七
稱
の
金
庳
が
あ 

る
o,

尙
ほ
換
太
利
の
修
險
組
織
は
、
觸
逸
の
制
度
と殆 

.ん
ど
軌
を

一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
同國
に
於
け
る
制 

度
は
躺
逸
の
制
度
を
模
倣
し

V
、

.
一
 

八
八
八
年
三
月
1
1
1 

十
日
に
制
定
せ
&
れ
s
.
f
i八
八
九
年
に
修
正
を
經
て 

今
日
^
及
ん
だ
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
.く
其
郡 

縣
を
谪
域
ヒ
す
る
.金
康
.組

織

，
の

盛

大

な

る

こ

と
が

1

同 

國
に
於
け
る
唯

1
0特

色

ビ云
：ふ
べ
き
..も
の
で
あ
る
。

J

 

o
 

' 

'

第
十
，四

卷

(

七
3
1)

雜
錄
勢
働
私
保
險
の
施
般
論̂す

第五敬

一三七



Ij

第

十
四

潘(

七
弓
ブ

第

義

1

三
A

老
癡
.保
險
は
疾
病
保
險
ヾJ

共
に
翁
會
政
策
的
.保
險
ど 

しV
，

等
し
く

®

要
な
る
も
の

r

で
；あ
る
0
而
し
'て
.炎
害 

.

保

險

及

び

疾

病

保

險

の

：場

合

<
同
樣
に
、
友
愛
組
合
义 

た
は
.勞
働
組
合
が
そ
の
經
營
の
任
に
當
：
つ
た
も
の
で
P 

.る

。

然

し

乍

ら

：、

今

荷

ほ

そ

0
;«
達
は
«
る

幼

»
.
の
域 

を

：脫

す'る
こ
ど
が
出
來
な
.

：
い
。.思
ふ
に
此
の
®
の
保
險 

:

が

不

振

な

る

原

因

は

第

1

k
、： J
般
卞
級
勞
働
者
忙
し 

:

て
.收

入

寒

少

な

る

も

.の

は

疾

病

及

び

炎

害

に

對

ず

る

準 

備
に
急
に
し
て
、
到
底
老
癒
に
對t-
る
^
書
を
行
ふ
の 

■餘
播
に
乏
し
き
こV」

9
:第
1
一
に
、
保
險
費
用
の
多
額
を 

要
す
る
.こ
と
。
第
三
に
卜
保
險
金
支
挪
期
の
長
期
技
日

「 

る
か
义
は
を
の
金
額
の
多
额
に
上
る
ベ
き
本
質
上
の_ 

點
あ
.る
こ
す
o
第
四
に
、
保
險
料
の
黛
定
が
煩
雜
に
し 

て
困

*

な
る
t
ビ
等
を
數
へ
る
ミ̂

が
出
來
や
ぅ
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故 

に
老
癒
保
險
の
發
逄
し
た
る#
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西
に
於
て
も
、
全
數‘ 

の
約1

劍
の
組
合
が
、’
此
の
種
の
.救
濟
を
實
行
し
て
ゐ
：
 

る
に
過
ぎ
な
ぃ
。
其
他
英
吉
利
、
白
耳
義
等
の
.諸
國
に

:

が
ー

:
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モ
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典
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險

法
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す
る
に
過
ぎ
な
い
。
尙
ほ

#

殊
產
槳
に
從
事
す
る
勞
働 

者
に
對
す
る
、
强
制
保
險
及：

び
*
老
牟
金
制
度
に
就
て 

は
研
究
を
他

W

の
機
會
に

«

る
こ
と
、
す
る
。
パ
未
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會
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狀
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：た
る
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派

-©
保

守
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^
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®
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不
滿
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す
る
一
派
の
.急
進
的
一
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ハ

思

想

ミ

の

杭#
に
1.
つ
て
：益

々

紛

糾

す
^
雖
も
、
诞

間\  

に
尚
か
も
情
勢
の
推
移
動
か
ず
可
が
ら
ざ
る
も
：の
あ
り

I

 

然
も
此
の
推
移
の
方
向
及
遲
速
は
ま§
に
社
會
述
泐
の
J 

方
向
#
，び
に
遲
速
を
決
^
す
；.る
む
の
に
しV

勞
働
問
題:  

•の
解
決
も
こ
の
趨
勢
に
隨
順
す
る
に
上
つ
て
見
出
さ
れ 

得
一
可
き
の
，
理

也
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然

る

に

勞

循

運

動

に

ょ

つ

て

特

れ

そ
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羊

四
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新
利
細
介
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於
て
も
見
る
べ
/き
も
の
|1
宴

//
0
少
な
い
。
右
の
外
に
雁

主)

の
S

 

.る
老：

癒
救
雛
の
制
度
と
し
'て
年
金
制
度
が
あ

る
^

、
そ
の
施
設
ほ
，

〖

部
少
數
截
の
寶
行
ず
る
に
北
つ 

、て
ゐ
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.

老
癡
f

0

^
:

ば
命
页
說
：ぐ
に
も
及
ぶ
ま
い
。
し

%

、
斯
く
の
如
く
萎
，
 

微
不
辑
の
狀
態
に
あ

_

る
を
：知
る
着
が
、

宫
營
老
i t

保
^

の)

必
要
を
提
唱
す
る

に

M
s
は
當
然
の

a

路
で
あ
る
？

此
0 -

點
に
關
す
る

.

主
要
國
の
沿
軍
を
見
る
に
、
先
ブ
勒 

逸
が
最
初
に
保
險
法
を
發
布
し
f t

る
は
一
八
八
九
年
六 

月
！
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}
 士

1H
R :

し
て
、
其
後
數
！
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の

修

正

基

て
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九

年
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發

布

せ

ら
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沱
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巫
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办
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在

^
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ん
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西
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五
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.
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法
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。
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し
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迷
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る
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爲
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に
我
國
勞
働
運
動
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傾
向
並
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に
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會
に
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ぼ
す
影
響
に
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き
て
寒̂
す

可

き

も

の

.な

し 

.ぐ
し
せ
ず
。
實
に.吾
人
は
堀
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_
±^
の

『

我

國

當

西
.0
勞 

働
間
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を
解
決
す
る
は
は
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局
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の
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發
す
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す
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'
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る
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.
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掘
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博
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勞
働
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茌
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新
著『

勞
働
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に
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ぐ
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働
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動
の
指
緘
匕
す
可
き
也
。

'

,'

そ
れ
、
勞
働
結
社
は
勞
働
者
の

.

利

也

。

ょ

し

，勞

働
 

力
は
今
日
に
於
て
も
疑
も
な
く

 

j

個
©

商
品
た

K

.第

五

铖

」

a

i t

I
ir

!r?]i

IぎI：I
sI
I
1ぶ'
!I
I

•■j


